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3月組合の異動

2月末日組合員総数260社

3月23日 大松入会予定

31日 丸水長野県水脱退

31日 生江商店脱退

3月末日組合員総数259社予定

3月の行事予定

3日 6協実務者会議 23日市場協会理事会

12日 正副会 24日環整協評議会

16日 6協理事会

マグロ情報 １月輸入 台湾冷バチ９５０円突破

冷クロFは３割減で３割高 3月5日水経新聞

うおいち(株)の３月の商品情報

をホームページにアップしてい

ます。お手すきの際ご覧下さい。

（次ページ左欄上に続きま

財務省の貿易統計によると、マグロ類１月の輸入

実績は生鮮・冷蔵物が１３８トン（前年同月比３

４％減）、２億２０００万円（４０％減）、冷凍

物は１万３４８０トン（５％減）、２０９億４７

００万円（８％増）、加工品は３１３７トン（２

２％減）、２７億２０００万円（２４％減）だっ

た。冷バチ丸（ＧＧ）の搬入量は台湾船が２０５

５トン（３７％増）に増加したものの、セーシェ

ルや中国、韓国が減少して、総量は前年同月から

１５％減の３１９７トンとなった。昨年下半期は

長引く円安と生産コストの高騰に対し、同年に残

る漁獲割当だけでは利益を出せないと、多くの海

外船が出漁を見合わせた。その影響が顕著に表れ

た形だ。入庫量が出庫量を下回る月が連続し、在

庫が目減りしている。出漁を促すため、外国漁船

の一船買い価格（外貨）が急騰している。指標と

なる台湾船のインド洋冷凍大バチ（４０キロ以

上）は、２０２５年６月にキロ当たり８５０円へ

上方修正されて以降、短期間の上昇が連続して１

２月に１０５０円にまで到達した。刺身需要が鈍

い年明け以降の相場は一服、あるいは下落するの

が通例だが、年明けも勢いは止まらない。１月に

１１００円、２月は１１５０円を付けた。大バチ

の同値は近年で最高値の２２年７月～同年末の時

以来だ。３月からアイルランド沖の冷クロマグロ

と一緒に、大西洋冷バチを積んだ運搬船の入港が

見込まれている。少なくともその荷を降ろすまで

は、相場を冷やす要素がない。地中海沿岸国から

の養殖クロマグロ冷凍フィレー（Ｆ）は、２４年

生産分（２４年１１月～２５年１０月搬入）の平

均単価が２５０６円で終了した。

（右欄上に続きます）

しかし２５年生産分に切り替わった昨年１１月以

降、３０００円台で推移している。２５年１１月

～２６年１月のキロ当たり平均単価は３２６３円

で、前年同期の２５３６円から２９％高に跳ね上

がった。養殖も上昇したコスト分を価格に上乗せ

しなければ、生産が維持されない。ただ、為替の

変化が激しく特に対ユーロが弱い。値決め交渉は

慎重で、入荷が遅れている。２５年１１月～２６

年１月の数量は５７７２トンで、前年同期の８７

７６トンから３４％も少ない。

生鮮は１５０トン割れ 生マグロ類は１５０トン

を割った。直近１０年で初の事態だ。この時期は

ニュージーランドと豪州の天然ミナミマグロおよ

び大西洋の天然クロマグロがほぼなく、メバチも

２２年から１００トン割れが続いている。直近で

は唯一、メキシコ産の蓄養クロマグロが１００ト

ン超の数量を維持していた。だが、日本への輸出

は北米向けに生産した一部でしかない。昨年は現

地で魚病が発生し在池量が減少したうえ、年末か

ら日本沿岸の天然クロマグロ漁が順調だ。為替の

問題も相まって、１月の搬入量は５５トン（５

５％減）にとどまる。

水産庁は２月２７日、日本かつお・まぐろ漁業協

同組合（日かつ漁協、香川謙二組合長）が申請し

た国際漁業再編対策に基づく遠洋マグロ延縄漁業

の再編整備の実施計画を認定した。減船隻数は１

９隻。メバチを中心としたインド洋海域のマグロ

資源保護を強化する。 昨年４月にあったインド

洋マグロ類委員会（ＩＯＴＣ）年次会合で、漁獲

能力を削減する内容を採択した。加盟国は稼働隻

数を原則３割減らす必要がある。同庁は１２月に

基本方針を示していた。

遠洋マグロ延縄船１９隻削減へ

日かつ、インド洋資源保護 3月3日みなと新聞
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（次ページ左欄上に続きま
基本方針を示していた。

日本の遠洋マグロ延縄船は１３０隻で、過去５年

間にインド洋で１年以上操業した実績があるのは

約７０隻。減船措置を実施し、条件を満たす事業

者には救済費交付金と処理費交付金を交付する。

日本は同海域でメバチ、キハダマグロ、ミナミマ

グロ（ミナミマグロ保存委員会〈ＣＣＳＢＴ〉で

管理）の刺身マグロ類を漁獲している。同庁によ

ると、インド洋沿岸国でメバチの漁獲可能量（Ｔ

ＡＣ）が超過する状況にあり、ＩＯＴＣ年次会合

で減船が決まっていた。

２５年ねり生産量１１％増

揚げカマボコ１２％伸長 3月3日みなと新聞

食品需給研究センターが公表した２０２５年のち

くわ・かまぼこ類推定生産量（推計速報値）は、

前年比１１・２％増の３９万８２０６トンだった。

主力商品の揚げかまぼこが１２・４％増の１５万

３６１１トン、カニ風味かまぼこを含む「他かま

ぼこ」が７・７％増の１０万４４３０トンと伸び

た。揚げかまぼこは全ての月で前年同月を上回っ

た他、他かまぼこは９～１１月の３カ月を除き増

加した。ちくわは１１％増の５万８８０８トン、

板かまぼこは１６・３％増の４万８５１トン、な

ると・はんぺんは１１・６％増の３万２７８９ト

ン、包装かまぼこは１０・１％増の７７１７トン。

全ての品目で前年を上回った。

１２月の板かまぼこ１４％増６０００トン １２

月のちくわ前年比１１・６％増の３万７１２２ト

ン。年末に需要期を迎える板かまぼこは１４・

３％増の６３０３トンと、大幅に伸びた。揚げか

まぼこは１４・７％増の１万４５９７トン、他か

まぼこは５・６％増の７４１３トンだった。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きま

【さかなの動き】チリギンザケ円安で内販高

止まり続くサイズ間の価格に開き 3月5日みなと新聞

２、３月の相場について、「４／６ポンドサイズ

はキロ１２５０円前後、６／９ポンドサイズは１

１００円前後で推移している」と商社筋。年明け

から大きな変動はないようだ。今年の傾向として

は、両サイズの相場に開きがあることが挙げられ

る。昨年１～３月では、４／６ポンドが６／９ポ

ンドよりも数十円高かった。これに対し、今年は

４／６ポンドが高値に張り付き、６／９ポンドが

上がり切らないという傾向から、両サイズに１０

０～２００円の開きが生じている。「産地は４／

６ポンドの相場を下げてまで売らない。６／９ポ

ンドは量販店側が求める店頭価格を考慮した相

場」との声が聞かれた。 チリギンの日本向けの

搬入は秋から冬がピーク。財務省貿易統計による

と、チリ産ギンザケ（冷凍ドレス）の２０２５年

シーズン（２５年９月～２６年１月）は５万１８

８７トンで２４年シーズン比で２５％増えた。た

だし、商社筋は「輸入が増えた分、即座に消費に

回ったとは考えにくい。各社在庫をためていると

みられており、２月は搬入が失速したのでは」と

話し

チリ産ギンザケ（冷凍ドレス）の内販価格は、円

安を背景に高値傾向が続いている。

タコ情報 モーリタニア、SMCPユーロ建てに、

日本むけ縮小止まらず 3月6日水経聞

西アフリカ産のタコのうちモーリタニアのＳＭＣ

Ｐ価格は、前回値より大型１～４番サイズがわず

かな値下げ、日本向けが多い５～８番が値上げで

決まった。かつて主力だった日本が買い付け競争

の場から消えつつあり、現在は需要が旺盛なスペ

インが主体となっていることもあって、契約内容

が従来のドル建てからユーロ建て価格提示に変更

されたことも特筆される。（割愛） 商社筋によ

ると、今冬の輸入コストは昨夏よりもさらに高い

ため、日本向けはモーリタニア１０００トン、モ

ロッコ１０００トンの合計２０００トン近くの搬

入に抑えられると予想。現在、日本市場における

アフリカダコは極端な数量減にまでは至っていな

いが、量販店は取扱数量を落としてきている状況。

より安価な産地への変更や、国産ダコの利用が散

見されているようだ。
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（次ページ左欄上に続きま見されているようだ。

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きま

〈流通・小売〉揚げ物、寿司が上位に並ぶ スーパー

だから買う弁当・惣菜 消費者調査 3月9日水経新聞

全国スーパーマーケット協会（東京・千代田区、

横山清会長）はこのほど「スーパーマーケット白

書２０２６年版」をまとめた。今回の白書発行に

あたって行った「消費者調査２０２５」について

は、トピックスの一つとして「お弁当・お惣菜購

入に関する調査結果」などを報告している。その

中で「スーパーマーケットだから買うお弁当・お

惣菜」（図１）についての分析結果をみると、揚

げ物や寿司が上位１～５位に並んだ。

５位に魚系フライ 内訳をみると「コロッケ・メ

ンチカツ」が３６％で最も高かった。次いで「唐

揚げ」が３１％。油での調理が必要な料理は出来

合いのものを求める傾向が高く、５位にも「アジ

フライなどの魚系フライ」が食い込んだ。上位３

位、４位には水産系の「巻き寿司・いなり寿司」

の２４％、「にぎり寿司」の２２％となり、スー

パーで寿司を買う文化が消費者の生活に定着して

いることをうかがわせた。 一方、「スーパー

マーケットだから買わないお弁当・お惣菜」（図

２）については専門店メニューが上位に並んだ。

水産系の「うな丼」が２１・２％で１位。以降は、

「カレー」が２１・０％、「スープ・シチュー」

が２０・２％と続いた。惣菜販売が増えている

「鍋物」が意外にも高く１８・９％で４位。その

ほかの水産系では「焼き魚」が１３・８％で７位

だった。

「価格が安い」１位 「スーパーマーケットのお

惣菜の重視点」は、「価格が安い」が４５・８％

でほかを離す形で１位となった。「自分が好きな

味である」の２８・７％、「調理の時短になる」

の２５・０％、「１回で食べ切れる量である」の

２３・３％、「自分では作ることができないメ

ニューである」の２３・７％までが２割台で、上

位２～５位に並んだ。「冷めてもおいしい」など

の品質や、「栄養バランスがよい」などのこだわ

りについては、１０％台半ばの支持を集めたもの

の、相対的にみると関心は高くなかった。

なお「消費者調査２０２５」は昨年１１月２５～

２８日に、全国の２０～７９歳の男女２０６８人

を対象にインターネット形式で行われた。

＜流通・小売＞販売統計２６年１月 水産は前年比１．

４％増、年始に刺身類が好調

食品スーパー（ＳＭ）が主体の流通３団体が２月

２４日に発表した「スーパーマーケット販売統計

調査」２０２６年１月実績によると、総売上高は

既存店前年同月比１０２・３％の１兆７９０億９

６１２万円となり、３５か月連続で前年同月を上

回った。水産部門は９３３億８５２４万円（１０

１・４％）と、２か月ぶりに前年を超過。刺身類

は年始に盛り合わせや寿司が好調に推移した一方、

その後は前年を下回った店舗がみられた。切身類

は入荷減少により前年を割り込む店舗が多く、冷

凍商材を強化し売り上げを確保したとの声もあっ

た。塩干や輸入サバ、魚卵（イクラ・筋子・カズ

ノコ）などは高値での推移が続き苦戦した。食品

合計は９８９９億１７８２万円（１０２・４％）、

生鮮３部門合計は３７４４億７７６３万円（１０

１・８％）。 一点単価が下落した青果は１５０

４億１９６７万円（９９・０％）、手頃な価格帯

の商品が好調だった畜産は１３０６億７２７２万

円（１０５・４％）。米飯類が引き続き好調だっ

た惣菜は１２０３億９９０３万円（１０３・

１％）だった。

＜流通・小売＞チェーン協２６年１月 １１か月連続

でプラス 正月低調でも水産動く 加盟企業が総合

スーパー（ＧＭＳ）主体の
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（次ページ左欄上に続きまの、相対的にみると関心は高くなかった。 スーパー（ＧＭＳ）主体の

（右欄上に続きます） （次ページ左欄上に続きま

日本チェーンストア協会がまとめた１月度の総販

売額（速報値）は、１兆７６１億３９８３万円

（既存店前年同月比２・７％増）で、１１か月連

続のプラスだった。土曜日が１日多い中、衣料品

（１・４％減）こそ前年を下回ったが、水産品な

どを含む食料品（１・６％増）が全体を押し上げ、

住関品（２・０％増）も順調に推移した。 客数

は９９・８％、客単価は１０１・９％で、参考値

ベースの買い上げ点数は９８・３％。正月・初売

りの動向については、１２月後半からの早期販売

で需要を先に消化した形となったもようだ。一方、

値上げを背景に金額を伸ばす食料品の販売額は、

７５２７億９６５万円。農産品（２・４％減）は

昨年の相場高の反動減がみられたが、このほかは

すべて前年実績を上回り、特に鶏卵の相場高が目

立つ畜産品（４・５％増）とコメの代替品などが

好調なその他食品（２・０％増）が特に伸長した。

水産品については６５３億９６２万円（１・４％

増）と３か月連続のプラス。単価高にあるホタテ

貝柱やタコ、カキ、冷凍カニを筆頭に販売が鈍

かったが、ハレ商材のマグロやサーモン、冷凍エ

ビ、魚卵のほか、鍋物商材のタラ、海藻などはま

ずまずの動きをみせた。 このほか水産関係では、

惣菜の焼き魚と寿司はまずまずで、その他食品で

は缶詰やねり製品はプラスを確保。全体では正月

関連は「総じてよくない」とのコメントが多かっ

たが、水産関係は単価高もあって前年を上回る品

目が多かった。

＜流通・小売＞外食産業市場動向調査１月 前年比１

０８・５％、５０か月連続増 客単価が上昇 日本

フードサービス協会（ジェフ、久志本京子会長）

がまとめた２０２６年１月の外食産業市場動向調

査によると、売り上げは前年比１０８・５％。一

部で客数の頭打ち感があるものの、原材料高など

を背景にした客単価上昇により、全体の売り上げ

は２１年１２月以来５０か月連続で前年を上回っ

た。業態別にみると、ファーストフード業態の売

り上げは１０９・１％。

洋風は期間限定商品や各種キャンペーンが好調で

売り上げ１１１・１％。持ち帰り米飯・回転寿司

は回転寿司が割安メニューの投入や食べ放題店舗

の拡充で集客や客単価上昇にも支えられ、売り上

げ１０１％となった。ファミリーレストラン業態

の売り上げは、１０８・１％。和風は年始の家族

客などの需要が好調で売り上げ１０５・５％と

なった。 飲酒業態は一部の都心部立地店で中国

訪日客の減少が影響したものの、年始からの新年

会需要が堅調で月間を通じて個人・法人の小グ

ループの利用が多く、パブ・居酒屋業態の売り上

げは１０４・１％となった。ディナーレストラン

業態は年始や週末の家族需要が好調で、小グルー

プの法人の宴会需要も堅調だったことから売り上

げは１０７・９％。中国からの訪日客減少で、京

都や大阪など例年であれば中国人団体客の多いエ

リアや都心部の一部店舗で客足が遠のいたところ

もあった。 ＜

流通・小売＞東京都区部小売価格１月 水産品目

は値上げ優勢 東京都区部の２０２６年１月の小

売価格動向によると、水産関連品目は２５年１２

月に比べて値上がり優勢だった。前月と比較して

値上がりした主な水産関連品目はマグロ（中旬比

３・３％高）、生サケ（０・２％高）、サバ（１

２・０％高）、ブリ（１・１％高）、タコ（１・

９％高）、エビ（３・８％高）、ホタテ（０・

２％高）、塩サケ（前月比２・５％高）、タラコ

（０・６％高）、イクラ（４・４％高）、ワカメ

（２・７％高）となった。 一方、前月と比較し

て値下がりした主な水産関連品目は、イカ（中旬

比３・０％安）、寿司（弁当）前月比３・０％安、

ウナギ蒲焼（６・６％安）、焼き魚（１・２％

安）などとなった。

（次ページ左欄上に続きま

東京都の講堂（120人収容、プロジェク

ター付）、青果棟会議室（60人収容）、

第一会議室（30人収容、TVモニター付

き）が3時間1コマ＝5,238円で使用できま

す。連続使用も可能です。詳しくは事務

局までお問い合わせ下さい。
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〈豊洲の旬〉シラス干 端境期２月、

過去１０年で最多 3月9日水経新聞

主産地の瀬戸内周辺が休漁となり通常は端境期と

される冬のシラス干入荷は今年２月、月間上場量

が卸調べで２３２トンと、５年ぶりに月間２００

トン台に乗った。過去１０年でみると月間最多。

高知・徳島・大分からの入荷が多く、前年の３倍

以上の出回りとなった。

昨年の秋漁では一定の入荷があったが、夏場の極

度の不漁から下げ切れていなかった相場は、２月

中旬に安値でキロ１０００円割れした。大蛇行が

終息した黒潮の流路が四国に接近したことに伴い

まとまった。ただ、マイワシやウルメイワシの稚

魚主体で品質がいま一つという背景もあったよう。

２月終盤に上場量が一日１ケタに落ち込むと、再

び下値は１０００円を超えている。

相場の動きだけみると流通段階の在庫はまだ足り

ていないようにもみえるが、卸担当者は、「昨年

の秋漁でやや高値で買い付けた産地在庫がある程

度残っているようだ」との現場感を伝える。高め

の売価、少量規格での販売を続けていたので消化

ペースが鈍く、３月下旬の東海地方の解禁から本

格化する春漁に十分につなげるだけの在庫は滞留

しているもよう。近年の春漁は本格化の遅れが続

き毎年のような高値スタートを招いていたが、今

シーズンはたとえ遅れたとしても落ち着いた相場

での出足となりそうだ。とはいえ、春漁の好不調

を左右してきた地域のうち、九州地方は近年の極

度の不漁で産業自体が疲弊し切っており「仮に資

源量が潤沢でも扱える人がいない。もう一つの春

漁の主役である東海地方だけ多くても、春漁は豊

漁の状態にはなり得ない」（卸）とみている。

局までお問い合わせ下さい。

（次ページ左欄上に続きま（次ページ左欄上に続きま

１月の国内生鮮大物 豊洲 天然、

３カ月連続２０００本超え 3月109日水経新聞

時事通信社が集計した東京・豊洲市場１月の生鮮

大物売場、国内物の入荷本数は２８４０本と前年

同月比で４０・２％増加した。マグロ（クロマグ

ロ）の天然物が増えたが、養殖マグロとメバチは

前年並み。キハダは入荷が途切れた。マグロ全体

の入荷本数は５５・３％増の２５６４本。このう

ち、天然物は６０％増の２３９４本と大幅に増加。

潤沢だった１１、１２月に引き続き、冬季として

は異例の２０００本超えだった。はえ縄、釣り物

を主体とする青森産が急増したことが主な要因で、

大間のほか八戸、小泊、下前、三厩など各港から

の合計が８９１本（前年同月５８８本）と前年の

約１・５倍に増加した。これに加え、日本海各地

の定置網物も前年の約６・５倍となる合計５５７

本（８６本）に急増した。定置物の内訳は、七尾

などの石川産が１５４本（１０本）、氷見などの

富山産が１５０本（２７本）、佐渡産が１０１本

（３本）、京都・舞鶴産が５７本（３８本）、若

狭湾を主体とする福井産が５４本（３本）、仙崎

などの山口産が３０本（１本）、島根産が１１本

（４本）など。
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（４本）など。

青森以外のはえ縄、釣り物は、銚子産が１２７本

（１１７本）、三宅島や八丈島などの伊豆諸島産

が９７本（３７本）、房州勝浦産が５５本（５０

本）、定置物を一部含む大船渡などの岩手産が４

９本（２本）と、定番の各産地はいずれも増加。

そのほか、五島などの長崎産が２９本（２２本）、

下田などの静岡産が２２本（１０本）、茨城・波

崎産が１９本（１２本）、高知産が１５本（１２

本）、神奈川産が１８本（なし）と全国的に幅広

く集荷され、全体の増加に貢献した。これに対し、

塩釜などの宮城産は２９２本（３６０本）と減少

し、戸井、松前産のはえ縄物、吉岡の釣り物など

の集荷が不振だった北海道産も８８本（１０２

本）と前年を下回った。まき網物は、塩釜などの

宮城産が６７本（前年なし）、三重産が３本（な

し）と１月としては異例の入荷となった。一方、

近年はイワシなど、鮮魚狙いの船による混獲物が

入荷する銚子産は９本（２０本）に減少した。ま

た、カジキ狙いの船が混獲する大目流し物は、宮

城産が１７本（５８本）と減少し、前年に２本

あった長崎産はなかった。 サイズ別のセリ値

（発表値の平均）は、まき網物以外の大型（１０

０キロ以上）がキロ７６３９円で前年同月比７％

高、中型（１００キロ未満４０キロ以上）が３６

１３円で１６・４％安、小型（４０キロ未満）は

２６２８円と１３・２％安だった。月間の最高値

は、５日の初市に「すしざんまい」チェーンを展

開する（株）喜代村が落札した大間産はえ縄物

（２４３キロ）で、史上最高値となる２１０万円

（一本値５億１０３０万円）だった。 今年の初

市は本数（５日・マグロ２４７本）こそ多かった

が「２００キロ以上の上品が少なかった」（卸会

社）ことも高騰につながったもよう。まき網物は、

大型が２８１２円と３％高、中型は３１００円

（前年入荷なし）だった。養殖マグロのセリ場売

りは１７０本（前年同月１５５本）と前年並み。

産地別では、主力の長崎産が６９本（８５本）、

高知産が１２本（２０本）、京都・伊根産が１本

（５本）といずれも減少。

一方、増加した産地は、三重産が４０本（５本）、

鹿児島産が３９本（２７本）、奄美産が９本（な

し）だった。なお、前年はあった島根産（６本）

と、和歌山産（１本）の入荷はなかった。セリ値

は発表されなかったが、実勢取引価格は７０キロ

以上が３５００円前後、５０キロ以上が３４００

～３３００円、４０キロ以下は３１００円前後の

もよう。

メバチ全体の入荷本数は２７６本（２６８本）と

前年並み。主力の和歌山・那智勝浦産が２２６本

（１６５本）、小笠原産が６本（３本）と増加。

一方、房州勝浦産は１７本（２８本）、銚子産は

１３本（１８本）、宮崎産は１２本（２９本）、

塩釜産は２本（６本）と、いずれも減少した。前

年はあった静岡産（１８本）と、三宅島産（１

本）は入荷が途切れた。発表されたセリ値の平均

は２２９１円と１２・８％安だった。

キハダは入荷がなかった（１０６本）。近海の不

漁や他市場の引き合いが強かったためで、１か月

を通じて入荷が完全に途切れたのは２００３年３

月以来。

１月の輸入生鮮大物 豊洲 クロマグロ、天然途

切れる 時事通信社が集計した東京・豊洲市場１

月の生鮮大物売場、輸入物の入荷本数は７２本

（前年同月５１本）とやや回復した程度で、５年

連続で１００本を下回った。前年入荷のなかった

メバチが６３本と大半を占め、マグロ（クロマグ

ロ）は養殖物がわずか４本のみと天然物が途切れ、

極めて低調な集荷に終わった。天然インド（ミナ

ミマグロ）は入荷がなかった。マグロは４本（前

年同月５１本）で、養殖物のメキシコ産とスペイ

ン産が各２本ずつ。前年は辛うじて２本あったボ

ストン産が途切れたことで、天然物の入荷はゼロ

だった。円安要因のほか、１月は青森産はえ縄物

や釣り物、日本海産定置物などの国内物が冬季と

しては異例の潤沢入荷となり、競合による値下が

りが懸念され、原価割れなどのリスクのある天然

物の集荷は回避された。

（次ページ左欄上に続きま
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メキシコ産は昨夏に発生した大量斃（へい）死の

影響から、現地出荷業者２社のうちの１社が日本

向けの輸出を取りやめたことなどが影響して、昨

年の４９本から急減した。出荷を継続している残

る１社も、品薄を受けて相対取引での販売価格を

段階的に値上げしたことから、卸各社はセリでの

販売を減らしたとみられる。スペイン産は予定外

の入荷だったようで、同産としては珍しい輸送コ

ストの高い有頭物だった。相場はいずれも未発表

だったが、セリでのスペイン産の落札価格はキロ

４０００円程度だったもよう。メバチは６３本

（前年同月、入荷なし）で、すべてマーシャル産。

円安の厳しい為替環境下でも、同産の入荷は前年

１０月から４か月連続で続いている。 セリ値が

発表されたのは１５本で、高値は２０００円、平

均値は１６６６円。無頭処理による歩留まりのよ

さが買い材料になったが、赤身系並品主体のため

セリ値は伸びなかった。このほか、同産のキハダ

が５本あったが、全数セリ残った。

ただ、ドリンクの比率が低いため、食材高騰の影

響を受けやすいことが懸念点と同社は指摘。コス

トが上昇する中、商品開発力が高いチェーンが生

き残ると予測する。

コロナ経て酒離れ進む 同社は居酒屋・炉端焼き

市場について、大打撃を受けたコロナ禍を経て、

２０２２年以降拡大を続けていると分析。ただ、

消費者の酒離れもあり、一回の来店における飲用

杯数が減少しており、そのため居心地の良さと

いった空間価値の高いカフェや、料理の独自性の

高い多国籍料理専門店、食事メニューの単価が低

いファストフード店など、他のカテゴリーでの

ちょい飲みへ需要がシフトしていると見通す。同

社によると、特に若い人たちの需要が減少してお

り、また、利用方法もその都度集まった流れで近

場の店舗へという突発的なものから、少人数で事

前に気になる店舗をチェック・予約した上で来店

するなど計画的なものへと変化。アルコールを

フックとした販促キャンペーンは新たな需要に結

びつかないことも多く、アルコール以外で、いか

に若い人の需要を取り込めるかが鍵となっており、

同社はノンアルコールや食事メニューの強化が進

むとみる。現状は食材の高騰もあり、客単価は上

昇しているものの、酒離れからアルコールによる

利益を得にくくなるため、フードとドリンク双方

で価格戦略が必要と同社は指摘。メニュー全般の

価格を引き上げた店舗より、酒やドリンク価格の

みを引き上げた店舗、もしくは料理に専門性があ

り、差別化できている店舗は好調なケースも多く、

今後は明確に何を食べにいくかという来店の動機

付けが必要になっていくと予測する。

３５年居酒屋市場３割減 １９年比、客数は

半分に 民間予測 3月10日みなと新聞

市場調査会社の富士経済（東京都中央区）による

と、２０３５年の国内の居酒屋・炉端焼き市場は

１兆１１３６億円と、コロナ禍直前の１９年と比

べて３１％減にとどまる見通し。店舗数は４３％

減の４万７３００店、客数は５１％減の３・４億

人に半減する一方、客単価は３３１０円と４３％

高に上昇すると同社は予測する。「少人数による

計画的な利用に変化した。今後は若い人の需要を

取り込めるかが鍵」（同社）同社はこのほど、値

上げなどにより市場が拡大する一方、店舗数の減

少が続く国内外食市場について、ファストフード

店など主要カテゴリー別に長期予測を実施。客数

や客単価の分析を行い、コロナ禍や価格改定など

による市場・企業・消費者の変化と、変化に伴う

課題などを展望した。同社によると、ファストフード

店のうち、回転寿司については、喫食シーンがプチハ

レと日常食の２軸という強みがあり、好調が続く。

総務省がこのほど発表した１月の家計調査によると、食

料品全体の支出額は前年同月比５・５％増の９万２５６

２円だった。魚介類全体の支出額は３％増の６１９３円。

マグロやサケにかける支出額は増えたが、サバやブリで

は減少した。 生鮮魚介の支出額は前年同月比５％増の

３５０２円。

家計調査 １月魚介類支出３％増

主力マグロ、サケ伸びる 3月10日みなと新聞
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支出が最も大きかったのはマグロで１２％増の４５０

円。サケは２２％増の４３７円。いずれも単価高で

あったが、買い控えとはならず、数量はいずれも伸び

た。カニは単価が下がり量額とも大幅に伸びた。支出

額が減ったのはサバやブリで、いずれも単価高を背景

に量額が減少した。サバは前年同月比１１％減の６５

円、ブリも１１％減少して２５４円。貝類ではカキと

ホタテが量額ともに減少した。魚肉ねり製品の支出額

は前年同月比３％増だった。うち、揚げかまぼこは

５％増、ちくわは９％増となったが、かまぼこは４％

減少した。一方、コメは１５％増の２７３６円で、単

価は２７％上昇した。集計世帯数は７１９９、世帯人

員は２・８７人だった。

【さかなの動き】養殖ブリ鹿児島産浜値 １００円

下落 特売で中心卸値押し下げる 3月11日みなと新聞

【さかなの動き】ノルウェーサバ １８.５万㌧で

終漁 前期比４割減、高騰に輸出量減少も3月10日みなと新聞

ノルウェー水産物審議会（ＮＳＣ）によると、２月の

ノルウェーのサバ輸出は前年同月比５６％減の８３１

１トン、３１％減の４億２３００万ノルウェークロー

ネ。上位輸出先国は韓国、リトアニア、ベトナム。う

ち、日本向けは４３％増の５４８トン、４２％高の４

１・１１クローネ（約６７６円）だったが、前月の４

４・７５クローネからは８％下落した。

２０２５／２６年漁期のノルウェーのサバ漁は、昨年８

月に入漁し、２月に終漁した。漁獲量は前漁期比４４％

減の１８万５０００トン。「８月の漁期入り以降、毎月、

輸出価格の更新が続いたが、１～２月は下落した」とＮ

ＳＣ。近年、ノルウェーでは加工機器導入によりフィ

レー加工が拡大。２５年のフィレー輸出は１万２５００

トン、８億クローネと過去最高に。輸出キロ単価は６

７％高の９５クローネ、１、２月の輸出量は６９％減の

７５０トン。「漁期後半に高騰した原料のフィレーは市

場から敬遠され、輸出量が減った」とＮＳＣ。国際海洋

開発理事会（ＩＣＥＳ）は２５年９月、北東大西洋タイ

セイヨウサバの２６年勧告枠を２５年比７割減の１７万

４３５７トンと公表。今後さらなる暴騰は必至だ。関係

筋は「ノルウェーの輸出単価がキロ１０００円（約６２

クローネ）を超える」とみる。

鹿児島県内養殖ブリ主要産地の中心浜値は３月上

旬、前年同月比３００円高のキロ１４００円（中

心サイズ５キロ弱）と高値ながら、前月から１０

０円値を下げた。中心浜値が下がった主な理由と

して、「各地で開催する特売が理由。計算上、中

心浜値が下がった」と産地筋。イベントを開く理

由について、「国内消費者を大事にすることは産

地の使命だ」と話す。一方、県外産地では早くも

今期２年魚の新物が販売開始されており、「国内

向けは１４００円が新物の相場と聞く。半面、輸

出向けの大型魚はいまだ相応の高値で取引されて

いる」と話す。同県の養殖カンパチの基準浜値は

３月上旬、１７５０円（４キロ）と前月から変わ

らない。前年同月比は１５０円高。高値傾向が長

期間継続している。活魚限定で同サイズを１８０

０円で販売する傾向も、前月から変化がない。浜

値については、「今後、大きく値を下げることは

ない。来期物はさらに在池がタイトになる」と産

地筋は説明する。販売は例年より鈍いが、「在池

量を考慮すれば計画通り。売れ過ぎると夏季近く

まで量がもたない」と話す。


